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脳小血管病（subcortical small vessel disease: SVD）は、広範な白質障害と細動脈硬
化を特徴とする血管性認知症である。遺伝性 SVD の CARASIL（cerebral autosomal 
recessive arteriopathy with subcortical infarcts and leukoencephalopathy）では
Transforming Growth Factor beta 1 （TGFβ1）のシグナル伝達異常が病態に関るが、TGF








胞、オリゴデンドロサイト前駆細胞（Oligodendrocyte Precursor Cell: OPC）にBMP
を処置した。 
(3) 野生型マウスに両側総頚動脈狭窄（Bilateral Common Carotid Artery Stenosis: BCAS）
を施して慢性脳低灌流マウスモデルを作製し、BMPの動態を確認した。さらにこのマ



















 本研究は、ヒト剖検脳を用いて、孤発性脳小血管病患者の脳血管周皮細胞で Bone 











 したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
 なお、本学位授与申請者は、平成 29 年 8 月 23 日実施の論文内容とそれに関連
した試問を受け、合格と認められたものである。 
要旨公開可能日：       年    月   日 以降 
